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プログラム評価のポイント
 プログラム評価では、以下の評価項⽬・評価基準に基づき、プログラム構成の妥当性やプログラ

ム配下のプロジェクトの評価を実施。
 プログラム構成の考え⽅、政府全体の政策・施策⽅針との整合性等については、別途、経済産
業省が定める政策評価体系※を利⽤することから、重ねて評価は⾏わない。
※プログラムの基となる政策・施策の⽬標等は、経済産業省政策評価基本計画に基づき評価が⾏われていることから、重ねて評価は⾏わない。

 プログラムの評価に当たっては、本プログラムの構成が社会課題の解決に貢献し、国として実施
する意義があるのか、プログラムに位置づけられているプロジェクト間での連携が出来るものに
なっているのか、等の観点でコメントをいただく予定。

１．政策・施策での位置づけ
・ 本プログラムは、政府が定める政策・施策が⽬指す将来像（ビジョン・⽬標）に、明確に紐付いているか。

２．本プログラムの意義
・ 外部環境（内外の技術・市場動向、制度環境、政策動向等）の状況や変化を踏まえ、本プログラムの構成は
真に社会課題の解決に貢献するものであり、国において実施する意義はあるか。

３．プロジェクト間の連携
・ プログラムを構成するプロジェクト間において、その連携状況は適切に設計され、また把握できる仕組みが整ってい
るか。

・ 既に実施されているプロジェクト間の連携状況は適切であり、不⼗分なものについては是正措置がとられているか。

＜プログラム評価の評価項⽬・評価基準＞
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プログラム評価のインプット情報（イメージ）


